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第１８６５回例会(2007 年 3 月 20 日) 

点鐘            仁部会長 

ロータリーソング それでこそロータリー 

お客様紹介   杉戸警察署長 山本和保様 

米山奨学生  イスラム・ＭＤ・ナズルール様 

会長挨拶            仁部会長 

 本日は杉戸警察署長さんをお招きしており

ます。後ほど卓話をよろしくお願い致します。

私の話としては「ロータリーの友 ３月号」よ

り紹介したいと思います。 

ウイルフリッド Ｊ・ウイルキンソン氏

の話から 

《 紹介 1962 年カナダ・オンタリオ州のトレ

ントＲＣに入会、45 年間ＲＩやロータリー財

団のさまざまな役職を経てＲＩ会長になる。》 

＊ カナダのクラブの１６地区が国境を超えた

地区で、少なくとも３クラブはある週には

アメリカ側で例会を開き、次の週はカナダ

側で開くという具合になっている。これら

のクラブはちょうど国境の上にあり、例会

場を行ったり来たりしていると言う。 

＊ ロータリーが公共イメージを向上しなけれ

ばならないと的確に結論づけたため、私た

ちはメディアとの関係をもっと強める必要

があるという。小さな町にある私のクラブ

は、主に地域社会、特に身体障害児に焦点

を当てていました。その当時の考え方には、

控えめに奉仕活動を行い、評判を求めず、

奉仕の相手を困らせないというものでした。

私たちはこれからの会員になる人たちに対

して、私たちが地元社会にどのようなこと

を行ってきたかを見せ、ロータリーが何を

成し遂げつつあるかを公表する必要がある

と言っています。情報の洪水の真っ只中に

私たちのイメージを持ち込まなければなら

ないのです。さもないと、私たちは他の情

報にかき消されてしまうからです。 

＊ 組織の必要な変化は、クラブ会員によって

なされると感じている。女性会員は、ロー

タリーにとって不可欠な構成要素であると

考える。まもなく女性のＲＩ理事、そして

希望的観測ですが、最初の女性ＲＩ会長も

迎えることになるでしょうという。また、

ロータリーは親睦です。もし会員たちが定

期的に例会に出席していなければ、親睦は

失われてしまいます。 

＊ クラブが若い人を十分に補充しなかったた

めに消えていくことが時々あります。しか

し、常に新しいクラブを創り続けている限

り、それを克服することは可能です。 

＊ すべてのロータリアンをつなぐのは、私達

の中心的な教義である「四つのテスト」そ

れに社会奉仕と道徳的な行いについての特

別な公約だと思います。私たちが職業奉仕

に務めることも、常にロータリーの重要な

部分です。2007～08 年度の私の会長年度を

通して、より重要になるでしょう。ロータ

リーはこういった特別な価値を共有する

人々をつないでいると言っています。 
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＊ 私たちが行う人道的活動を強調したいと思

いますが、倫理基準も同じように協調しな

ければなりませんと言っています。 

＊ 強調事項は、水保全、健康と飢餓、識字率

向上に目を向けなければなりません。私た

ちは、特に青少年を協調しながらロータリ

ー家族を広げていきたい。私は今年度の支

援グループに青少年を付け加えた。私は、

それぞれのクラブが、これらの強調点に焦

点を合わせた方策を見出すように希望して

います。 

幹事報告            仁部会長 

① 女性会員の集いのご案内 

日時  平成 19 年 5 月 15 日 16：30～ 

場所  浦和ワシントンホテル 

登録料 一人 5,000 円 

② 米山梅吉記念館春季例祭 

日時  平成 19 年 4 月 28 日 14：00～ 

場所  米山梅吉記念館ホール 

③ ＧＳＥシアトルチーム ウェルカムパーテ

ィーのご案内 

日時  平成 19 年 4 月 27 日 ＰＭ2：00～ 

場所  大宮 清水園 

登録料 １クラブ 10,000 円 

卓話      杉戸警察署長 山本和保様 

《私の職業を通して感じたこと》 

 

 何を話してよい

かわからないので

まとまった話が出

来るかどうかわか

りませんが、36 年

間の刑事警察、生活安全の犯罪捜査の経験談を

話したいと思います。 

 私はこちらのクラブの創立と同じ昭和 46年 4

月に拝命を受けまして、交番を１年、機動隊を

２年、パトカーを２年の５年を除いては、ずっ

と刑事、生活安全をやってきました。皆さんご

存知の通り、昭和 46 年は学生運動の真っ只中で、

私は成田空港のデモにも機動隊の一員として盾

を持って相手とぶつかり合ってきました。其の

当時の警察官は地方出身の高卒の人が多かった

（私も北海道出身）のですが、社会正義のため

に火炎瓶を投げつけてくる相手に対して、私は

法の秩序を守ると言うことでやってきました。

しかし、今になってみればあの革命は何だった

のかと思います。 

 昭和 52 年からは、覚醒剤や売春防止等をやり

まして、20 年ちかく生活安全をひとすじにやっ

てきました。その後刑事をやり 30 年間に自分で

手錠をかけた逮捕者は四ケタ（1000 人以上）に

はなると思います。死体も 1000 位は見ています

し、電車に乗れば臭いと嫌がられ、つくづく他

人の嫌がる泥臭い仕事だと思います。参考まで

にどんな事件を扱ってきたかといいますと、金

融機関の鍵を盗まれて 2000 万円を奪われた事

件がありました。この時の殺され方は悲惨なも

のでした。すい臓の下の動脈を傷つけられた失

血死だったのですが、背中に刺さった２本の包

丁を見た時は「絶対に犯人を捕まえる」と思い

ます。 

 主に捜査１課は強盗や凶悪な犯罪を担当しま

す。捜査２課は選挙違反や横領等の、いわゆる

知能犯を担当します。捜査３課は、泥棒専門で

す。ほとんど職業的泥棒ですが、犯人を捕まる

のには、人から入るのと事件を分析して事件か

ら入るやり方があります。人から入ると言って

も、何処に住んでいるかわからない。元々、家

がない人達が多いわけですから、人を見つける

こと自体とても難しいです。捜査４課は暴力団

関係です。その他にも、鑑識や科学調査、国際

調査等、いろいろあります。 

 生活安全の事件は、薬物、覚醒剤、風俗営業

等、ありとあらゆる事件がありましたが、いず

れも許可があれば犯罪にはならない訳ですから、

比較的犯人は分かりやすい。それに反して、刑

事事件は全く犯人が分からない訳ですから、根

本的に違います。これらの経験を通して私なり

に、どうしてこういう犯罪が起きるのか？犯人

側にとってはどういう背景があるのか？一言で

言うと、子供を育てる、人を育てる社会教育、

学校教育には一定の決まりがあります。この決

まりを守って、明るい健全な家庭に育てば子供

たちは犯罪者にはならない訳です。確かトルス



 

 

トイだと思いますが、言った言葉に「うまくい

く組織は決まっている。決められた事を決めら

れた通りにやっていれば、社会は正常になる」

というのがあります。逆に、悪くなる要素は千

差万別ですが、少年非行防止についても話をす

る時にいつも集まってくる人達は問題のない人

達です。本当に話を聞かせたい人達は来ないの

です。そして、他人の話を聞かない。自分のど

こに原因があるのか気が付いていない、又は気

が付いていても直さない人達です。 

 犯罪者にも凶悪犯、知能犯、泥棒、暴力団と

ありますが、タイプとして人を殺したりする凶

悪犯は、幼い頃から愛情不足です。いじめにつ

いても、小さい頃からいじめられてきた子はい

じめをやってしまう傾向があります。動物の場

合は弱肉強食で、自分が生きるために相手を殺

しますが、人は相手がどういう思いをするか考

えられないような歯止めのきかないタイプの人

が犯罪を起こします。かっと成り易く感情の起

伏が激しくて、どうしても自分をコントロール

出来ない。何故出来ないかというと精神状態が

安定していないからです。どうして安定してい

なかというと、小さい頃に安定した家庭で両親

の愛情を受けて育っていない訳です。常に親に

殴られるんじゃないかとビクビクしながら育っ

て、情緒不安定な状態でいるのです。ですから、

大きくなる途中で、誰かが「他人を殴っても自

分にはプラスにはならないんだよ」という事を

教えてやる必要があると思います。 

 泥棒はどんなタイプの人間化というと、職業

的な泥棒は基本的に仕事が嫌いな怠け者が多い

です。仕事を転々として休みがちですからすぐ

に仕事から離れてしまう。「働かざる者食うべ

からず」ですから、仕事をしなければ食べ物を

拾ったりすれば食べてはいけますが、他人より

もいい生活をしたいと虚勢をはった見栄っ張り

の人が多いです。泥棒もいろいろ研究している

ようですが、働かなくてお金が入るわけですか

ら、泥棒はやったら止められない訳です。しか

し、泥棒で家を建てたり、老後の生活資金にし

たとういう話はあまり聞きませんので、お金が

無くなればまたやってしまうというのが現状で

す。ヤクザは、見た目でどれだけ金を稼げるか

という世界ですから、うわべだけで中味は何で

もいいわけです。どんな方法でもいいから金に

なりさえすればいいという考えの人達です。知

能犯は、一番ずるいというか「人を騙す手口」

を常に研究しています。いわゆる「オレオレ詐

欺」もそうですが、新しい手口、新しい手口と

考えていきます。しかし、これらの犯罪と我々

警察は知恵比べですから、我々が勝てるように

しなければなりません。 

 私は人として、常に知識は必要だと思います。

知識や教養を得るために何をやるかというと、

本を読んだり話をしたりします。そして、自分

で得た知識を自分で考え、それから行動しなけ

ればなりません。知識に裏づけられた行動でな

ければうまくいきません。私はよくラジオを聴

きますが、先日エレキギターを 60 年やってきた

寺内タケシが「今の若い人達に何か言うこと

は？」と聞かれて「ギターは弾かなきゃ音が出

ない」ということを言っておりました。つまり、

何かを考えて自分で行動しなければ、結果は出

ないということですね。 

ご挨拶    イスラム・ＭＤ・ナズルール様 

 

2 年間大変お世話に

なりました。本来な

らば 3 月に卒業、4

月から大学院に進む

予定でしたが体調を

崩し入院してしまいましたので、半年遅れての

卒業になります。その後の進路につきましては

又決まりましたら報告に伺います。有難うござ

いました。 

出席報告            大作会員 

出席免除 ２名 休会 ２名 

月日 会員数 出席 欠席 MU 出席率

3/20 24 12 12 7 79% 

スマイル報告          大作会員 

杉戸警察署長様、卓話ありがとうございました。 

以下同文 

 本日投入額  １１，０００円  

       累計額   ６９６，０００円 


